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こ
の
た
び
、
４
月
１
日
を
も
ち

ま
し
て
、
美
里
町
副
町
長
に
就
任

い
た
し
ま
し
た
鈴
木
柳
藏
と
申
し

ま
す
。

　

本
町
で
は
現
在
、
寄
居
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
全
線
開

通
を
手
始
め
に
、
土
地
利
用
計
画

の
策
定
に
尽
力
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

役
場
か
ら
松
久
駅
の
周
辺
に
住

宅
地
や
商
業
施
設
、
リ
ハ
ビ
リ
施

設
の
整
備
な
ど
、
日
常
生
活
に
必

要
な
機
能
を
集
約
さ
せ
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
大
き
な
取
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
重
要
な
時
期
に
、

副
町
長
と
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
」

に
尽
力
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、

身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
同
時
に
、

重
責
を
担
う
こ
と
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
。

　

本
町
の
こ
れ
か
ら
を
つ
く
る
基

本
理
念
は
、「
心
身
と
も
に
美
し
く

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
で
す
。

　

美
し
い
自
然
環
境
を
守
り
な
が

ら
新
し
い
も
の
を
生
み
出
し
、
地

域
社
会
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
一
人
ひ
と
り
が
本
町
で

の
暮
ら
し
を
幸
せ
に
感
じ
る
こ
と

が
で
き
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

も
と
よ
り
、
微
力
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
原
田
町
長
を
補
佐
し
、

町
政
発
展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
の
ご
指
導
・
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願

い
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

副
町
長鈴す

ず

木き

柳り
ゅ
う

藏ぞ
う

副
町
長
　
就
任
の
ご
挨
拶

　
沼
上
の
鎮ち

ん
じ
ゅ守
北き

た
む
き向
神じ

ん
じ
ゃ社
の
境け

い
だ
い内
に
、
江
戸
時
代
の

相
撲
取
り
「
玉た

ま
が
き
ぜ
き

垣
関
」
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
安あ

ん
せ
い政

四

年
（
一
八
五
七
）
に
建こ

ん
り
ゅ
う立

さ
れ
た
、
高
さ
二
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
石せ

き
ひ碑
で
す
。

　
「
玉
垣
関
」
は
、
九
州
の
島し

ま
ば
ら
は
ん

原
藩
出
身
で
、
江
戸

に
住
み
、当
時
の
相
撲
界
の
尽じ

ん
り
ょ
く
し
ゃ

力
者
と
い
わ
れ
ま
す
。

当
時
の
沼
上
村
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
、
境け

い
だ
い内
の
玉
垣
碑
の
傍そ

ば

に
は
土ど

ひ
ょ
う俵
が
築き

ず

か
れ
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
か
つ
て
沼
上
で
は
長
い
間あ

い
だ

、
相
撲

が
取
ら
れ
て
い
た
と
い
い
、
祭さ

い
じ
つ日
に
は
多
く
の
人
々

が
相
撲
を
取
り
、
見け

ん
ぶ
つ
に
ん

物
人
も
加
わ
っ
て
大
変
に
ぎ
や

か
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
石
碑
に
は
、
製
作
者
の
「
世せ

わ

に

ん

話
人 

常と

き

わ磐

野の

猪い

の

す

け

野
助 

漣
さ
ざ
な
み

大だ
い
ご
ろ
う

五
郎
」
の
名
前
の
ほ
か
、「
取と

る
毎ご

と

に　
見み

お
と
り
の
せ
ぬ　
す
も
う
か
な
」
と
い
う
句

が
刻き

ざ

ま
れ
て
い
ま
す
。

※�

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
美
里
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で

無
料
配
布
（
１
人
１
冊
ま
で
）
し
て
い
ま
す
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相す

撲も
う

取と

り
玉た

ま
垣が

き
の
碑ひ

（
沼ぬ
ま

上が
み

）

　
沼
上
の
鎮ち

ん

守じ
ゅ

北き
た

向む
き

神じ
ん

社じ
ゃ

の
境け

い

内だ
い

に
、
江
戸
時
代
の

相
撲
取
り
「
玉た

ま

垣が
き

関ぜ
き

」
の
碑
が
あ
り
ま
す
。
安あ

ん

政せ
い

四

年
（
一
八
五
七
）
に
建こ

ん

立り
ゅ
うさ
れ
た
、
高
さ
二
メ
ー
ト

ル
ほ
ど
の
石せ

き

碑ひ

で
す
。

　「
玉
垣
関
」
は
、
九
州
の
島し

ま

原ば
ら

藩は
ん

出
身
で
、
江
戸

に
住
み
、
当
時
の
相
撲
界
の
尽じ

ん

力り
ょ
く

者し
ゃ

と
い
わ
れ
ま
す
。

当
時
の
沼
上
村
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

か
、
境け

い

内だ
い

の
玉
垣
碑
の
傍そ

ば

に
は
土ど

俵ひ
ょ
うが
築き

ず

か
れ
て
い

た
と
い
い
ま
す
。
か
つ
て
沼
上
で
は
長
い
間あ

い
だ

、
相
撲

が
取
ら
れ
て
い
た
と
い
い
、
祭さ

い

日じ
つ

に
は
多
く
の
人
々

が
相
撲
を
取
り
、
見け

ん

物ぶ
つ

人に
ん

も
加
わ
っ
て
大
変
に
ぎ
や

か
だ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
石
碑
に
は
、
製
作
者
の
「
世せ

話わ

人に
ん 

常と
き

磐わ

野の

猪い

野の

助す
け 

漣
さ
ざ
な
み

大だ
い

五ご

郎ろ
う

」
の
名
前
の
ほ
か
、「
取と

る
毎ご

と

に
　
見み

お
と
り
の
せ
ぬ
　
す
も
う
か
な
」
と
い
う
句

が
刻き

ざ

ま
れ
て
い
ま
す
。

玉垣碑
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磐わ
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猪い
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さ
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大だ
い
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う

」
の
名
前
の
ほ
か
、「
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る
毎ご
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に

見み

お
と
り
の
せ
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す
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」
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う
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が
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い
ま
す
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玉垣碑

　町では、自動車運転免許証を返納したかたなどの日常
生活の移動手段を確保するため、「タクシー利用料金補助
事業」として、タクシー券を交付しています。
　令和４年度の申請がまだお済みでないかたは、お早め
に福祉課へ申請をお願いします。

美里町タクシー利用料金美里町タクシー利用料金
補助事業の申請はお済みですか？補助事業の申請はお済みですか？

年間交付限度枚数＝
72 枚（500 円券）36,000 円分

※�年度途中に申請したかたは、当該年度の残りの
月数（申請月を含む）に６枚を乗じた枚数とな
ります。（５月に申請した場合は６枚× 11か月
分＝ 66枚）

使用限度　１回の乗車につき４枚（2,000 円）まで
利用目的　�美里町を発着とする通院、通所、買物、

公共施設、金融機関、駅への移動のみ
対 象 者　�自動車運転免許証の交付を受けていな

いかた（40歳以上）など
問 合 せ　福祉課　社会福祉係　☎ 76-5132

利用券の額など

５月と９月は あいさつ・ありがとう重点推進月間５月と９月は あいさつ・ありがとう重点推進月間

あいさつ・ありがとう運動を推進しますあいさつ・ありがとう運動を推進します
「ありがとう」で広がる笑顔の「ありがとう」で広がる笑顔の 輪輪

　美里町の新型コロナウイルス感染者が増えて
います。令和２年中は９人、令和３年中は63人、
令和４年に入り４月19日現在で475人となって
おり、１月以降、月を追うごとに増えています。
　感染者の判明月別に見ると、１月は27人、２
月は158人、３月は189人、４月は19日現在で
101人となっています。
　また、４月に
判明した年齢別
の内訳を見ると、
40歳代までの若
年者が特に増え
ています。（右表
参照）
　一方、４月18
日現在のワクチ
ン接種率状況は、
12歳以上の２回
目接種率が85.0
％、3回目接種率が53.9％です。これを年齢別
にすると、65歳以上では、2回目が91.6％、3
回目が84.9％なのに対し、64歳以下では、２
回目接種の終了者が81.2％、３回目になると

36.2％まで低下しています。
　さらに、５歳ごとの２回目接種者を見ると、
25歳～29歳が61.2％と最も低く、15歳～19歳
は82.5％となっております。若いかたの積極的
な接種が望まれています。（逐次ホームページ
に掲載）
　接種による副反応を心配し、若年者ほど接種
を躊

ちゅうちょ

躇されるかたが多いとも考えられますが、
厚生労働省が公表した『ワクチン接種回数ごと
の10万人当たりの新規陽性者数（３月28日～
４月３日）』を見ると、３回目のワクチン接種
により、全年齢で新規陽性者の割合が減ってい
ることが確認できます。
　３回目のワクチン接種により、重症化や感染
を低下させ、そのことにより後遺症も少なくな
ると考えています。
　ゴールデンウィークは、遠出や人に会う機会
が増えます。感染対策をしっかり行い、特に、
飲食時にマスクなしで、あるいは、密閉したと
ころで会話をすることを避けるようお願いいた
します。
　ワクチン接種は、週末も可能ですので、ご相
談ください。

町の感染動向とワクチン接種率

年代 ４月判明の
新規感染者数

10歳未満   12人
1 0 代   ９人
2 0 代   14人
3 0 代   13人
4 0 代   18人
5 0 代   10人
6 0 代    11人
7 0 代    10人
8 0 代    ４人
90代以上    ０人
合 計 101人

４月１日〜19日の間に判明した新規感染者数

5  令和４年５月 広報みさと５月号　№610　4  


